一 闇の 収獲 

自分 は 画家で あるが 自分の 最も 好む 事 は 絵 を 描く 事 

でなくて 『夜の 散歩で ある』 〔# 「『夜の 散歩で ある』」 は 

ママ r 彼の 都 を 当て どもな く あちこちと うろつき 廻 

る 事で ある。 殊に 自分 は燈火 すくなき 場末の 小路の 探 

偵 小説 を 連想せ しめる 様な 怪しき 暗 を 潜る 事が 無上に 

好きで ある。 或 冬の 夜であった。 九 時の 時計の 打つ の 

を 聞く とまた 例の 病が むらく と 頭に 上 つて 来た。 

『さう だ。 また 今夜 も 「闇の 収獲」 に 出掛けよう。』 と 

外套 を かぶって 画室の 扉 を 出た 我が 足 は、 それから 三 



驚いた。 狂人と 呼ばる、 この 男の 外貌に、 如何にも 品 

よき 影の 見える 事で ある。 自分 は 直覚的に この 男が 或 

容易なら ぬ 悪運 命の 底 を 経て 来た 人間で ある 事 を 見て 

とった。 そして 非常に 興味 を 持って来た。 『まあ 君 飲 

み 給へ。』 と 杯 を 差せば 男の 恐ろしい 容貌に は 或 優し 

味が 浮び、 た、 V 一息に 呑み 乾した。 そして じっと 自分 

を 見守った が 『ね 君。 俺 は 狂人 ぢゃぁ 無 いんだ。 決し 

て 決して さう ではな いんだ。』 と 言った その 眼に は 涙 

がに じんだ。 その 剎那 自分 はこの 酔漢が 溜らな く 哀れ 

になって 来た。 抱きしめて つくぐ 泣きたい 様な 気持 

になって 来て 『さう とも、 君が 狂人な 物 か。』 と 叫んだ。 



殺人 強奪 を 行 ひ 警察 も 手の 付け 様の 無い 有様。 現在 は 

別荘 番 夫婦 を 置いた のみで 打棄 て、 あると 云 ふので あ 

る。 そして 言 を 極めて 行って はならぬ と 忠告した。 僕 

も それで 思 ひ 切る 事に し、 帰って 話す と豊子 はき かな 

い。 何でも その 山へ 行かう と 云 ふ。 そこで 僕 も 強て そ 

の 山荘 を 借り受ける 事に し、 いよ/^ 二人で 出掛けた。 

同行 は 女中 一人。 今から 思へば 実に 悪運 命の 始まり 

であった。 麓の 村へ 着いて 頼んだ 案内 者 は 僕 等が その 

山荘に 一 夏 を 過ごす と 聞いて 非常に 恐怖の 表情 をした。 

そしてよ した 方が 好い とす、 めた。 何でも その 賊はー 

種異 つた 人間で 強奪 を 行 ふ 時 必ず 人 を 殺す、 その 方法 



に 臨んだ 崖の 上に 立って 居る、 西洋 建築で 青く 塗られ 

た 頑丈な 家で ある。 その 二階から 谷と 共に 向 ひの 山が 

真正面に 見渡され 実に 絶景で ある。 豊子は 子供の 様に 

悦んで 自分の 眼 利き を 誇った。 

或 時 僕 はこの 辺り 一 体の 山々 の 脈 状 を 見て 来ようと 

思 ひ 立った。 そして 早く 別荘 を 出た。 『呉々 も あっち 

の 山へ お 這り 〔# 「お 這り」 は ママ〕 なさい ますな。』 と 

云 ふ 老人の 声が 何となく 神秘的に 聞こえる の を あとに 

残して 別荘の 上の 山へ と 上って 行った。 この辺の 山々 

は 人が 多く 這 入らぬ の で 道 は 殆んど 足 あとの 続きに 過 

ぎぬ。 僕 は 唯一 人道 を 求め 求め 上った。 夏の 晴れた 日 



かり 石で 張った 高さ 一 間 半 四方 位の 室で、 内部 は 空虚 

であり 右手に 次の 室に 通ず る 口が ある。 一 体 何の 為に 

地下に か、 る 室が あるの だら う。 古代の 墓 かそれ とも 

住居 か。 地上 を 探して 見る が 何の 紋様 もない、 土器の 

破片の 外 何も 落ちて 居ない。 そこで 右の 入口から 次の 

室へ 這 入った。 次の 室 も ほ y 同形で ある。 懐中 電燈の 

光 を 中央部に 向けた 時 僕 は 昂奮した。 そこに は 長方形 

の 石棺が 置かれて ある。 して 見る と此は 古代の 墓所で 

あつたの だ。 それに 近づいて よく 検査した 時 『是は 意 

外な 発見 だ』 と 思った。 それに は 推 古 時代の 物と 推定 

し 得る 紋様が ある。 そして 奇妙な 唐草が 棺の 蓋に 着い 



に 灯の 光が 反射す る。 僕 はぎよ つと した。 『この 中に 

人間が 居る。』 と 思 ふと 同時に 忽ち あの 賊の噂 を 思 ひ 

出した。 さて は 俺 は 別荘 番の言 つた 向 ひの 山へ 這 入 つ 

たの だな と 思って よく 考へ ると 確かに さう である。 山 

は U 字形に なって 居る 物 だから、 あの 谷 を 伝 ふ 内に こ 

つちへ 這 入って しまったの であった。 して 見る とこの 

中には 賊 共が 居る の だ。 さう 考へ ると 一 条の 戦慄が 全 

身 を 襲った が、 しかし 僕 は 随分 胆は 太い 方で あ リ旦そ 

の 場合 非常に 落着いて 来た。 一 つ そっと 中の 様子 を 見 

て やらう と 思 ひ 立った。 この 縦坑 は 四 五 尺で 横坑 にな 

つて 居る。 灯 は その 先から もれる ので ある。 僕 は そつ 



と 身 をし のび 入れた。 そして 横坑へ 下りた。 身 を 屈め 

て 灯の 方へ 這 つ て 行く とこの 横 坑の先 は 或 大きな 室の 

壁と 天井との 境に 開いて 居る の を 悟った。 そっと 首 を 

出して 室内 を 見下ろさ うとした 刹那、 何者かの 太い 手 

が 僕に とび つ いたかと 思 ふと 僕 はずる/ \ と 室内へ ひ 

きずり 落された。 有無 を 言 はせ ず 僕の 身体 は 二人の 恐 

ろしい 相貌の 男に 縛られて しまった。 そして その 室の 

左手の 戸 を 開いて 次の 室へ と 突き出された。 僕 はび つ 

くりした。 この 室 は 実に 華麗な 室で 壁 は 真紅の 織物に 

張られ 瓦斯の 光晃々 として 画の 様で ある。 中央の 椅子 

に 一 人の 立派な 男が 坐して 居る。 男 達 は 僕 を その 前に 



『お、 君 は 元さん ではない か。』 と 彼 も 叫んだ。 そし 

てす ぐ 僕の 縛し め を 解いて 呉れた。 『随分 年 をと つた 

ね。』 と 言 ひながら 別の 椅子 を 僕に す、 め、 さて 席 定ま 

つて 彼と 僕と はっくん \ と 見つめ 合った。 僕 はた、 V 茫 

然として 何の 考も 出ない。 唯 彼の 相貌が 著る しく 鋭利 

に 神経 的に なった 事に 特に 気がついた。 そして 段々 見 

て 居る と 彼が 如何にも 美しくな つた 事が わかる。 僕 は 

嬉しくな つた。 長い間 気に掛け 会 ひたく 思って 居た 彼 

に、 かく 相対し 得た と 云 ふ 満足が 彼の 現在の 位置に 関 

する 疑問 を も 僕の 心に 起させなかった。 



『君と 此処で 会 はう と は 思はなかった。』 と 僕 は 言った。 

すると 彼 は静に 言った。 

『否。 俺 はこの 再会 をとう から 予想して 居た。 よく 君 

は 来て 呉れた。 そらい つか 俺が 君と 別れる 時 言った 言 

葉 を 覚え て 居る か。 あの 時 君が 必ず 俺の 或 運命に たづ 

さはる 可き 事 を 予言した が 果して 〔# 「果して」 は 底本 

では 「果 した 匕 君 は 来たね。 是は 実に 必然の 事で あつ 

た。』 か く 彼が 言 つて その 眼光 を 僕の 心 の 底 深く 投げ 

た 時、 僕 ははつ と此 奇異なる 地底の 人物が 僕と 昔 容易 

ならぬ 交情の あった 人物で ある 事 を 意識し それと 共に 

『現在の 彼』 に対する 責任と 疑問と 警戒の 念 慮が 胸に 



それ は 実に 地上 最高の 歓楽 だ。 それ は 殺人の 歓楽 を 君 

に教 へようと 思 ふの だ。』 僕 はぎよ つと した。 彼の 音 

楽 的なる 言葉 は 僕 をみ るみる 内に ひきつけようと する。 

彼 はかの 不思議なる 中学 時代の 魔力に 更に 十倍した 魔 

力 を 以て 僕 を 自分へ 引つ けようと する の だ。 しかも 僕 

は 〔# 「しかも 僕 は」 は ママ〕 握られた る 手 を 払 ひ 退けた。 

そして 彼 を 睨みつ けて 叫んだ。 『君 は 何 を 言 ふんだ。 

僕と 君との 親交 はすで に 昔の事 だ。 今 は 僕に 妻が ある。 

僕 は その 女 を 熱愛して 居る。 彼女 以外 僕の 生活に は 何 

物 もない。 犯罪者の 弟子に は 僕 は 勿論なら ない ので あ 

る。 早く 僕 を この 坑 から 外へ 出して 呉れ。 君と 僕と は 



もう 永久に 友人と ならない の だ。』 

七 奇怪なる 暗示 

彼 は 依然として 微笑した。 そして 僕 をな だめる 様に 

手 を 振りながら 説き 始めた。 『君 はさう 言 ふの か。 そ 

れは 当然 だ。 すでに 君が 俺に 執着の ない 以上 決して 強 

ひて と は 言 はない。 しかし 俺 は 永劫に 君に 執着して 居 

る。 俺 は 必ず 君に また 僕に 対する 〔# 「僕に 対する」 は 

ママ〕 執着 を 持た して 見せる。 それで 俺 は 俺の 思想 を 

一 言 君に 物語らう。 堅く 君に 告げよう、 およそ 君に と 



つ て 殺人ば かりの 快楽 は此 世界に 求められな い の だ。 

君が 若し 人生の 美味なる 酒 を 完全に 飲み乾し たければ 

君の 手 は 殺人に 走らなければ ならない。 俺の 友と なら 

なければ ならない 〔# 「ならなければ ならない」 は 底本で 

は 「ならければ ならない 匕。 俺 はすで に 二百 九十 八 人の 

人間 を 殺した。 俺の 此 殺人の 修道 は 世界の 最も 秀れた 

芸術で あり 最も 立派な 宗教で ある こと を 信ずる。 君よ 

わが 見た る 内 最も 美麗なる 少年な りし 君よ。 その美し 

き 手 を 生命と 共に 奔ば しる 人間の 鮮血に 濡らす 気 はな 

いか。』 『否。 否。 其 様な 恐る 可き 事 をもう 僕の 耳に 入 

れて 呉れるな。 決して 入れて 呉れるな。』 と 耳に 手 を 



つた。 起き 上る と 同時に、 厳かな 声で 次の 如く 叫んだ 

かと 思 ふと 忽然 彼の 姿 は 見えず なった。 『さらば 第五 

日の 夜半に また 会 はう。』 僕 はしば らく あと 見送った 

がまず/ \ 家へ 帰れた と 思 ふと 嬉しくな り その ま、 中 

へ 駆け込んだ。 豊子は 帰りの 遅い の を 心配して 居た 矢 

先 大変 悦ん だ。 彼女の 顔 を 見て 始めて 生き かへ つた 様 

な 気持に なった。 しかし 僕 は 出会した この 怪しい 事物 

に関して は 誰に も 何事 も 話さなかった。 何だか 言って 

は 悪い 様に 感じた ので ある。 それにしても 僕 はどうし 

て 知らない間に こ、 まで 送り返されて しまったの であ 

らう。 は 気が付いた。 さう だ。 彼 は B 眠 術 を K つた 



くな つた。 そして 『ぢゃ 勝手にし ろ。』 と 言ひ棄 てて 独 

リで 出掛けよう とすると 豊子も 矢張り 起 上って 『ほん 

とに 変な 方ね。』 と 言 ひながら 尾いて 来た。 

九 青 鞘の 短刀で 一 剌 

我々 の 家の 庭前 は 崖の 上に あって 面積が 随分 大きい _ 

そして 起伏 限りなく 夜な ど は 懐中 電燈 でもなければ 危 

険 である。 僕は豊 子に 言 ひつけて 懐中 電燈を 洋服の ポ 

ケット からと りに 遺った。 彼女 は 走って 行った が、 や 

がて 手に 電燈 と、 もう 一 つ 変な 物と を 持って 帰って来 



は 明かに 豊子を 殺せと 叫んで 居る。 『豊 子。 豊子。 お 

前に は あの 燈が 見える か。』 と豊 子に 言 ふと 豊子は 僕 

により そって 暗 をす かし 見た。 その 剎那 僕の 懐中した 

手が さっと 空 を 指した と 思 ふ や 否や 水の 様な 悲鳴が 僕 

の 喉の 下で 起った。 

吾に 帰れば 驚ろ くべき かな 僕 は 最愛の 妻 豊子を かの 

青 鞘の 短刀で 一 撃の 下に 殺害した 後であった。 短刀 は 

見事に 豊 子の 心臓 を 刺し貫い たので、 僕の 手 は 真 赤な 

熱い 血に 濡れた。 夜目に も 白い その 顔 を 上に 向けて が 

つくりと 地に 横た はって 居る。 僕 は 茫然と してし まつ 

た。 瞎中電 燈を拾 ひ 上げて つく，^ と豊 子の 顔 を 照ら 



れた 天に 僕 は 感謝す る。 五箇 月 目の 或 雪の 日 僕 は 独り 

今 は 全然 廃荘 となって 鼠 一 つ 住まぬ かの 山荘へ 来た。 

そして 妻 を 殺した 場所に 独り 佇んだ。 その 時 俄に 発し 

た 全身 痙攣の 為に 地上に ひつく りかへ つた 僕 は、 そこ 

の 大きな 岩で 酷く 頭 を 打って 一 時 気絶して しまった。 

ふと 眼が 覚め 痛む 身体 を 押へ っゝ立 上った。 

. 一 狂人 か将 酔漢 か 

僕 は ほっと 息をしつ、 あたり を 見 ま はした。 其 時 僕 

は 始めて 覚めた。 一 切から 覚醒した。 野宮の 恐る 可き 
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